
 

道路鋲（自発光式）の製作設置工事に関する特記仕様書 

                                                     

                             平成１０年８月１日 

 

１ 目的 

    この仕様書は、横浜市内一円の指定する場所に道路鋲（自発光式）を設置する際の 

 材料の製作及び工事方法について定めることを目的とする。 

 

２ 種類 

  交差点鋲、停止線鋲、中央線鋲 

  

３ 材質及び形状 

 （１）本体の材質は、アルミニュウム合金鋳物、耐候性ポリカーボネット樹脂及びエポ   

キシ樹脂で製作されたものであること。 

 （２）交差点鋲の表出部の形状は、円形（直径２００ｍｍ以上～２５０ｍｍ以下）また 

   は四角形（各一辺の長さが２００ｍｍ以上～２５０ｍｍ以下）とする。 

 （３）停止線鋲及び中央線鋲の表出部の形状は、円形（直径１５０ｍｍ以上～１７０ｍ   

ｍ以下）、四角形または長方形等とする。 

 

４ 構造及び性能 

 （１）電源は、外部電線が不要な太陽電池による充電方式等であること。 

      なお、電源部は鉛蓄電池及びニッカド蓄電池ではなく、回収規制のない無公害な      

材料を使用すること。 

 （２）完全防水設計であること。 

    （ＪＩＳ Ｃ０９２０ ７級及び ＪＩＳ Ｄ０２０３ Ｓ１に準ずるものとする。） 

 （３）交差点鋲の本体表面部等は赤色とし、昼間の視認性を高めること。 

 （４）発光体は、高輝度タイプのＬＥＤ（発光ダイオード）点滅方式を採用しているも      

のであること。 

       交差点鋲の発光面は原則として４面とする。交差点鋲の形式は、正十字路交差点      

に対応できる正十字路交差点用（以下「交差点鋲」という。）及び変形交差点に対      

応できる変形交差点用（以下「変形交差点鋲」という。）の２種類とする。 

       停止線鋲の発光面は１面、中央線鋲は２面を点滅方式とする。 

   ア 鋲の５０ｍ以上手前から発光体が視認可能であること。 

   イ 点滅回数 
   交差点鋲及び変形交差点鋲並びに停止線鋲にあっては対向する発光面が毎分

約１６０±２０回以上、中央線鋲は毎分約１５０回以上とする。  

   ウ  発光時間 
 

 １０ｍｓｅｃ（マイクロセコンド） 
 

   エ  動作時間 
 

 常夜（１５時間以上） 
 

   オ 点 滅 色 
 

 赤色またはその都度指定する。 
 

  



 

（５）交差点鋲及び変形交差点鋲の地上設置高は、５±２ｍｍとし、タイヤ乗り上げ時の 

ショック軽減及び騒音防止を図ることができ、また、大型車両総重量の負荷に充分耐え

得るものであることとし、更には、本体表面等に滑り止めの措置を講じたものであるこ

と。 

     停止線鋲の地上設置高は、路面と同一レベルとすること。 

 

５ 設置 

  （１）施工穴深さ 
 

８０ｍｍ以上～１５０ｍｍ以下 
 

  （２）施工口径 

     ア 交差点鋲及び変形交差点鋲の円形にあっては、直径２００ｍｍ以上、四角形は    

各一辺の長さが２００ｍｍ以上とする。 

     イ 停止線鋲及び中央線鋲の円形にあっては、直径１５０ｍｍ以上とする。 

         （各鋲ともコアカッター及びカッター等使用） 

  （３）使用温度範囲 
 

－２０℃ ～ ＋７０℃ 
 

  （４）各鋲の固定剤は接着剤を使用すること。 

     （圧縮強度ＪＩＳ Ｋ ５６６５及び付着強度ＪＩＳ Ａ ６９０９の試験または 

これと同等の試験に合格したものとする。） 

 

６ 提出書類 

    道路鋲設置者は、工事完了後、指定の書類（１号様式及び２号様式）を作成のうえ監 

  督員に提出すること。 

 

７ 付則 

  （１）本仕様書は、平成１０年８月１日から適用する。 

  （２）本仕様書に定めない事項については、監督員の指示を受けるものとする。 

 



                                                                                                                             第１号様式 

自発光交差点鋲設置管理表 

                                                                                                                   LOT. NO              

  ４．設置場所見取図  

１．品 名       
 品 名  形 式    

 サ イ ズ           

２．設 置 状 況 

発 注 者 名           

施 工 者 名           

施工責任者名           

管理表記録者名    

施 工 年 月 日        平成   年   月   日   

設 置 場 所          神奈川県横浜市   

整 理 番 号           土木事務所   

交 差 点 目 標           

３．設置完了写真（周囲の状況が確認できる写真でお願いします。）   

   

   

  回

数
年 月 日 保 守 点 検 内 容          担 当 者       

 

       

       

       

 ５．保守経歴      

       

       

       

       

       

 （注） 設置管理表は設置後の管理の他，動産保険の対象としての届出項目と  

        なりますので，できる限り詳細にご記入の上ご返送願います。  



 

第２号様式 

【自発光式交差点鋲の効果測定結果】 

 ◎ 設 置 場 所                                                                                                      （平成  年  月に設置） 

効果測定結果 
人 身 事 故   

事故類型別（件数） 
当  事  者  種  別 （ 件 数 ）   

 

    人 × 車                        車  両  相  互    

 
件 

数 

死  

者  

負  

傷  

者   

横  

断  

中  

出  

合  

頭  

追  

突  

左  

折  

時  

右  

折  

時  

     四  輪      四  輪      四  輪      四  輪      二  輪      二  輪  

効果測定期間 
       ×        ×        ×        ×        ×        ×  

     四  輪      二  輪      自 転 車      歩 行 者      自 転 車      歩 行 者  

設置前３ヶ月 

 

Ｈ  年 月 

～ 

Ｈ  年 月 

               

               

               

（   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ）  

               

設置後３ヶ月 

 

Ｈ  年 月 

～ 

Ｈ  年 月 

               

               

               

（   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ）  

               

                

                

    増     減                  

 （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ）  

                

                

                

    増  減  率                  

 （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ） （   ）  

                

 

 

 

［注］ （ ）内は，夜間事故を内数で表す。 

 


